
平城宮跡・京跡の調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部は，1 9 8 3 年度の調査として，第1 5 0 次から第1 5 4 次まで総数4 1 件におよぶ

発掘調査を実施した。平城宮内では第一次東朝集殿推定地，第二次大極殿院閤門と南・東而回

廊，内裏東方官街地区など1 5 件，平城京内では「称徳天皇御山荘伝承地」をはじめ右京で７件，

左京で1 3 件，京内社寺６件の調査をおこなった。以下に主要な調査の概要を報告する。

1 ．平城宮跡の調査

第一次東朝集殿推定地( 第1 5 0 次) の調査第一次東朝集殿推定地については，1 9 7 2 年に第1 4 6 次

調査を実施したが，該当する建物が存在しなかったため，今回さらにその南接地区の様相を追

究した。調査の結果，( 1 ) 本調査区内にも束朝雄殿が存在しないこと，( 2 ) 第一次朝堂院区面を築

地に改作するにともない，東朝集殿推定地も築地によって区画されていること，( 3 ) 内郭には奈

良時代を通じて建物の存在した形跡がないこと，( 4 ) 古戦時代集落が本調査区内にも及ぶこと，

等が判明した。検出した主な遺構は，掘立柱建物１棟，築地１条，石組暗渠１基，溝５条，井

戸２基などで，奈良時代の遺構はＡ～Ｅの５期に分かれる。

Ａ期第一次朝堂院の建設前の時期ｏ素掘りの南北溝S D 3 7 6 5 が調査区の東端を賛流する。

幅約1 . 0 ｍ，深さ約0 . 3 ｍで，堆積層は３層に分かれ，妓下暦から木簡削屑が3 3 点出土した。

Ｂ期第一次朝竜院の造営期。S D 3 7 6 5 は機能を停止し，調森区内には井戸ＳＥ１１１７０が営

まれる。掘形は，径2 . 4 ｍの不整形で深さは1 . 2 ｍ・埋土上位より藤原宮式軒瓦が出土。

ｃ期第一次朝堂院の区画塀が掘立柱から築地に改作された時期。地盤の下降する調査区東

半部を整地し，朝堂院の東面区画塀S A 5 5 5 0 の南延長線上に築地ＳＡ１１１５０を築く。築地の西

側には雨落溝S D 1 1 1 4 1 があり，溝底には木樋S X 1 1 1 4 2 が遺存する。雨落溝に開口する石組

暗渠ＳＸ１１１４０は，築地の基底部を掘り込承，三笠山地獄谷産の凝灰岩切石を使用して構築さ

れている。この石組暗渠は第1 3 6 次調査で

検出した石組暗渠ＳＸ１０３５０の南1 1 8 . 4 ｍ

（4 0 0 尺）の位置にあり，両者の底行の大き

さが一致することから，朝堂院と朝集殿推

定地を区画する築地塀が一連の工程で職築

された可能性を示唆している。

Ｄ期奈良時代末。S D 3 7 6 5 に重複する

南北溝ＳＤ１１１５１を掘削する。

Ｅ期奈良時代末もしくは平城上皇期。

築地ＳＡ１１１５０を改修して軒出を縮め，西

側雨落溝ＳＤ１０９９１を２尺東に移動する。 平城宮跡発掘位慨図
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第一次東朝集殿推定地発掘遺構l X l

第二次大極殿院地区（第1 5 2 . 1 5 3 次）の調査第二次大極殿院地区については，これまでに回廊

東南隅の第１次調査をはじめ，第7 3 次の東楼の調査，第1 1 3 次の大極殿の調査，第1 3 2 次の大極

殿後殿および北面回廊の調査等を実施してきた。今回の調査は，大極殿院の正面中央に開く閤

門とこれにとりつく南面・東面回廊および朝堂院北面築地などの検出を目的とした２次にわた

る継続調査である。調査の結果，所期の目的の遺構を検出し，第二次大極殿院における上・下

両層の建物配置と規模を明らかにするとともに，大極殿前庭でおこなわれた儀式関連遺構を検

出することができた。検出した主な遺構は古墳時代（神明野古竣S X O2 4 9 ）から平安時代におよ
ぶが，奈良時代の遺構は以下のように前半と後半の二時期に区分できる。

奈良時代前半の遺構大極殿前庭部に広がる整地土の下面で検出した下層遺構である。閤門下

層の門SB11210，その東西にとりつく掘立柱塀SA11250・11251 , さらにSA11250の東延長
部にあたる東西塀S A1 1 3 7 0 A．Ｂ，これらの東西塀にとりつく南北塀S A1 0 0 4 8，S A7 5 9 3 A

．Ｂ，S A1 1 3 2 0，掘立柱建物S B1 1 3 4 0 A . Ｂ，S B1 1 3 5 0などがある。S B1 1 2 1 0は大極殿下

層の正殿S B9 1 4 0の南正而に開く５間２間の掘立柱建物で，上層の閤門心から北６ｍ( 2 0尺) に
心をもつｏ柱間は桁行の両端間の承３ｍ( 1 0 尺) で，他はすべて4 . 5 ｍ( 1 5 尺) 等間，桁行総長は

1 9 . 5 ｍ，梁行総長は９ｍである。前面は地山を削り出して基壇風に作り，階段を設ける。基埴

の出は約１．５ｍを測り，凝灰岩による基壇化粧の痕跡が認められる。柱掘形は東西１ｍ・南北

1 . 5 ｍの長方形で，すべて柱抜取穴をともなう。この抜取穴は上層閤門と一連の版築によって
埋められており，ＳＢ１１２１０の解体と上層閤門の建設が一連の工程として短期間のうちになさ
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れたことを示している。このS B 1 1 2 1 0 の東妻から東に延びるS A 1 1 2 5 0 は，門から９間目で南

北塀S A 1 0 0 4 8 に接続し，正殿S B 9 1 4 0 を区画する施設となる。この区画施設の規模は，第1 3 2

次調査の成果から，南北８０ｍ( 2 7 間) ，東西7 1 ｍ（2 4 0 尺＝2 0 0 人尺）であることが判明するo S A

1 1 2 5 0 からさらに東方に延びるS A 1 1 3 7 0 は，１８間目で南に折れる南北塀S A 1 1 3 2 0 に接統する

が，内裏下層の東西塀S A 7 5 9 2 から分岐した南北塀S A 7 5 9 3 は，ＳＡ１１３７０とは接続せず，南

端は開放されていたものと考えられる。

奈良時代後半の遺構整地土上面で検出した遺構で，大極殿閤門S B 1 1 2 0 0 ，その東西にとり

つく南面回廊ＳＣＯ1 0 1 . 1 1 2 4 6 , 東而回廊ＳＣＯ1 0 2 , 朝堂院北面築地ＳＡＯ1 0 3 , 北面築地に開

く門S B 1 1 4 0 0 ，朝堂院東而築地ＳＡ1 1 3 3 0 , 大極殿束の掘立柱建物ＳＢ1 0 0 3 4 , 大極殿前庭の

' 儀式関連舞台状遺構S B1 1 2 6 1 ～1 1 2 6 6 , 廊状遺構S X 1 1 2 7 1 ，渡り状遺構S X 1 1 2 7 0 ，宝瞳等の

柱跡S X 1 1 2 5 2 ～1 1 2 6 0 などがある。閤門S B 1 1 2 0 0 は５間２間の礎石基壇建物である。礎石は

すべて抜き取られ，基壊上面は削平されているが，９カ所において礎石据え付け痕跡を検出し

たｏ柱間は桁行梁行ともに4 . 5 ｍ（1 5 尺）等間であり，桁行総長は2 2 . 5 ｍ，梁行総長は９ｍを測

る。基壇はＳＢ１１２１０の基鯉南半部に重複して職土し，５～８c mの厚さに版築をする。基壊の

外装は凝灰岩切石の壇上秋で，基壊の出が南北2 ‘ ４ｍ（８尺) ，東西1 . 8 ｍ（６尺) であることから，

閤門は．切妻造に復原される。基聴の南と北には中央間３間分1 3 . 5 ｍ( 4 5 尺) に階段があり，側而

にも複廊におりる階段をともなう。また閤門の南・北而には二時期の順があり，後述の儀式に

ともなって設けられた土浦の跡とみられるｏ当初の卿の州は６ｍ( 2 0 尺) で，後に５．１ｍ( 1 7 尺）

に縮めている。南面回廊ＳＣＯ1 0 1 . 1 1 2 4 6 は閤門基埴築成後にその両端を切って築成されてい

る。南面東同廊S CO1 0 1 は閤門から東端まで1 3間あり，桁行３．９ｍ（1 3尺) ，梁行３ｍ（1 0尺) ，

基壇幅約9 . 2ｍの複廊となる。東而l r 1 1廊S CO1 0 2は今回の調査により，南北2 3間，総長8 4 . 9ｍ

であることが判明した。回廊の調査では従来の所見通り，側柱列から基壇縁にかけて凝灰岩舗
装が施されており，棟通り柱列には壁を支える凝灰岩地覆石の据え付け痕跡が認められた。大

極殿の東脇には大極殿南側柱筋に南妻を揃えた桁行５間，梁行４間の東西二面胸付南北棟S B

1 0 0 3 4，閤門の南には閤門に心を揃え南接して建つ９間２間の東西棟S B1 1 2 2 1などの掘立柱建

物がみられる。

S X 1 1 2 5 2～1 1 2 5 8は大極殿の南2 4ｍ( 8 0尺) に東西等間隔で並ぶ７個の柱掘形である。いずれ

も平面形は南北1 . 5 ｍ，東西3 . 4 ｍ前後の不整楕円形を呈し，内部には各交３箇所の柱抜取痕跡

が認められる。この７個の掘形は，その位侭や数からみて元日朝賀等に立てられた鳥形・日像

・月像のI 瞳と朱雀・玄武・青竜・白虎の幡を掲げるための中心柱とそれを支持する両脇柱を立

てたものと考える。この宝瞳等の柱跡をとり囲むように並ぶ３間の掘立柱塀６条ＳＡ1 1 2 5 7 ,

1 1 2 6 7～1 1 2 6 9 . 1 1 2 9 1 . 1 1 2 9 2は，奈良末期の即位式に際して宝憧などの周囲に立てた蔑歳旗や

兇旗などの各種の旗に関わるものであろう。S B 1 1 2 6 1 ～1 1 2 6 6 はいずれも２間２間の総柱式の

掘立柱建物で，２１～2 4 c ｍの角柱の柱痕跡がある。大極殿前庭中央に４棟が，閤門の北に２棟が

2３
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東西に並ぶ。同様の遮構は平城宮第一次大極殿の東西にも認められ，節日の饗宴や外国使節の
来日に際して，あるいは法会のあとにおこなわれた奏楽に関係する舞台状施設と考えられる。
S X 1 1 2 7 0は大極殿の中軸線に心を揃え，大極殿の中階から始まる南北５間，東西２間の渡り
状遺購である。文献史料によると，１月７日・１６日・１７日などの節日や即位後の大嘗祭のあと
に天皇が閤門に出御しており，この時に通る渡り状施設と承られる。儀式関連造機としてはこ
の他に廊状遺椴S X 1 1 2 7 1があるが，その性格は不詳である。

朝堂院北面築地S AO1 0 3は，回廊東南隅の北３間目から東に延びる。回廊から東５間目には
門ＳＢ１１４００を開き，大極殿東外郭と結ぶ。築地棟通りに親柱礎石２個をもつ棟門形式で，門
の桁行は3. 9ｍ( 13尺) である。門の南側には石階SX11403がある。朝堂院東面築地ＳＡ１１３３０
は，大極殿閤門の中軸から東88 . 3ｍ（300尺・250大尺）の位憧にあり，下層の塀ＳＡ１１３２０の心
に一致する。北面，東面築地はともに下層の塀の基壇上にさらに積土を行い，南面の承に凝灰
岩切石による聴上稜の外装を施す。
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奈良時代後半Ｃ

まとめ今剛の調査と数次にわたる過去の調査に

より，第二次大極殿院とその下層遺構の全容がほぼ

明らかになった。上下面層の遺櫛の年代は，出土軒

瓦によって以下のように推測される。すなわち，今

回検出の下層遺構からは第Ⅱ期に編年される軒丸瓦

6 3 1 1Ａ・6 3 0 4Ａが出土した。6 3 1 1Ａは第Ⅱ期の中で

も養老～神亀年間に遡る瓦である。このことは下層

遺構が聖武即位を同指した養老年間の造営に関わる

可能性を示唆している。上層遺構の大極殿閤門・南

面回廊の所用瓦は，従来知られていた第二次大極殿

・朝堂院所用瓦6 2 2 5 - 6 6 6 3 の組み合せと異なり，

6 2 9 6 Ａ- 6 6 9 1 Ａの組承合せとなることが判明した。

6 6 9 1 Ａは第Ⅱ期後半の天平1 0 年代初頭を上限とする

軒瓦であることが恭仁宮や法隆寺東院の造営年代か

ら知られるが，平城宮大極殿および大極殿閤門・東

而回廊の所用瓦がいずれも第Ⅲ期の瓦である点を考

慮するならば，6 6 9 1 Ａの平城への供給年代はやや遅

れ，天平1 7 年以降( 第Ⅲ期) に下る可能性がある。上

層の．仮設遺構は，出土遺物や電複関係から右似I に示

したようにａ～〔l の４期にI ﾒ : 分することができる。

ａ期閤門の南北に細殿的空間をもつ土順を設け，

大極殿の前面に廊状遺構S X 1 1 2 7 1 を設ける。

ｂ期大概殿前面に渡り状遺構S X 1 1 2 7 0 を設けるｃ

ｃ期土胴の梁行規模を縮小し，大極殿前庭に６

基の舞台状遺騰S B1 1 2 6 1 ～1 1 2 6 6 を設ける。

ｄ期閤門の南に接して東西棟建物S B 1 1 2 2 1 を，

大極殿の東西に南北棟建物ＳＢ9 1 4 1 . 1 0 0 3 4 を建て

る。大極殿前庭には７基の' 瞳幡を立て，それを囲む

ように蔑歳旗などを立てる塀状施設８条を設ける。

以上のように，今回の調査では大概殿院でおこな

われた儀式を遺: 勝によって具体的に復原することが

できた。今後に予定されている朝堂院地底の発掘調

査の進展により，平城宮における儀式の実態がより

一層明らかになるものと期待される。
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ｇｏｏ：：

第二次大極殿院・内裏東方官喬（第1 5 4 次）の調査調査地は第二次大極殿院・内裏の東方低位面

に位匠し，北で第4 0 次調査区と接する。調査の目的は，第4 0 次調査で検出した内裏東方官街の

南方の状況を解明し，あわせて内裏東方を南北に貫流する東大溝を調査することである。調査
の結果，( 1 ) 内裏東方官街の南に幅3 0ｍの東西道路が存在すること，( 2 ) 東西道路の南には築地で

区画された新たな官街（大極殿院東方官術）が存在すること，( 3 ) 平城宮東部における幹線排水路

S D3 4 1 0 が東西道路に沿って束折すること，などが明らかになった。

検出した主な遺構は掘立柱建物１棟，礎石建物２棟，築地３条，溝５条などである。
東大溝ＳＤ２７００東大溝には，内裏内郭から東流する排水施設S D4 2 4 0 との合流点付近の東岸

Ｉこの象，三笠安山岩による玉石積が施され，ここで溝幅は６ｍ前後に広がる。石職の南端には，

大概殿東外郭の東門に心をあわせて橋が架けられており，新旧二時期の橋脚ＳＸ１１５０５Ａ．Ｂ

が過存する。木樋暗渠S X 1 1 5 0 4は大極殿院東方官術からの排水施設であるｏ
大極殿院東方官喬ＳＣ１１５００は添柱もしくは寄柱とふられる柱穴列を基底部撫にともなう全

長170尺の東西築地である。東西両端に南北築地ＳＣ1151 0 . 1 1 5 2 0が接続し，大極殿院東方官
術を囲む。区画内には２棟の礎澗建物ＳＢ115 4 0 . 1 1 5 5 0があり，住筋をそろえて東西に並ぶ。
ともに北側住列のみの検出にとどまるが，桁行５間( 1 2尺等間）の東西棟建物に復原されるｏ北
面築地の中央には新旧二時期のl I 1j SB11530・11535が開く。

遺物S D2 7 0 0 を中心に多哉の進物が出土した。軒瓦は1 0 2 4 点を数え，坤積基聴建物の所用

瓦6135Ａ．Ｂ・E - 6188Aの組み合せが中心を占める。他に墨諜瓦２点，鬼瓦27点がある。木
簡は2 0 5 7 点に及び，天平２年～延暦３年の紀年銘木簡を含む。木製品も多岐にわたり，中では
「左日病作今日口日」と鑑‘ ' ；された病気治療用の人形，百幽塔屋蓋片，木トンボが注目さ
れる。またS D3 4 1 0 からは宮中の蕨に用いたとみられる銅製の人形が出土した。（松村恵司）
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2 ．平城京跡の調査
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平城京跡充伽洲査位１１' i 凶

左京二条二坊十三坪（第1 5 1 - 1 1 次）の調査ホテル建設にともなう小前調査。．- | = 三坪は，坪の西

が十二・十三坪の坪境小路に，南が二条大路に面している。調査区は十三坪の南半，西寄りに

位置し，1 9 8 2 年度に実施した第1 4 1 - 5 次調査区を中にはさんで東西２ケ所に分かれる。束区で

は掘立柱建物1 2 棟，塀２条，溝１条を，西区では掘立柱建物５棟，溝５条，十二・十三坪間の

坪境小路と，中世以降の土取りの土城多数を検出した。

建物遺構は柱穴の亜複関係，出土遺物からＡ～Ｆの６期に区分できる。Ａ～Ｃ期は，奈良時

代前半から末にかけての時期で，第1 4 1 - 5 次調査で検慨した東西溝によって十三坪内部を南北

に二分して使用していることがわかっている。坪境小路に而する西而は，木樋暗渠S X 2 7 2 0 な

どから築地塀で区画されていたことは疑いないが，二条大路に面する南面も，西側の十二坪の

調査では築地塀の存在が確認されており，同様に築地ﾙ ｉを想定できる。二条大路に近接した位

匠に，主殿として南北二面順の東西棟建物ＳＢ２７００( Ａ期）とＳＢ２３６３（Ｂ・ｃ期）が建てられる。

後方には副屋として東西棟建物ＳＢ２６５０（Ａ期) ，ＳＢ2 6 6 0 . 2 6 3 0 （Ｂ・ｃ期）などがある。S B

2 6 6 0 は南に卿をもつ建物である。Ｄ～Ｆ期は，平安時代の９世紀前半から1 0 世紀中頃にかけて

の時期で，坪境小路の側溝は埋められ，ＳＢ２６３１（Ｄ期) ，ＳＢ2 6 2 5 . 2 6 7 0 ( Ｅ期) 等の主要建物

が東区を中心に造営される。S B 2 6 2 5 は南北二而卿の東西棟，S B 2 6 7 0 は西に肺のある南北棟

2７
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である。

出土巡物では，本調

査区出土の軒瓦2 9 型式

のうち1 0 型式が法華寺

阿弥陀浄土院と同箔関

係にあることが注目さ

れる。いずれも十二・

十三坪坪境小路とその

側溝近辺で出土したも

のであり，検出遺構と

の関係からも調査区内

の建物に使用した瓦と

直ちに考えることはで

きないが，十三坪と阿

弥陀浄土院との密接な

関連を示すものである。

また，平安京遷都後の

平安時代( Ｄ～Ｆ期）に

おける十三坪の繁栄ぶ

奈良凶立文化財研究所年慨１９８４

一

Ａ期

－４ぎ

Ｎ

l ｌｌＥＣ期
旬ｇｆ＊耐；

SE237I l 。

l ｌｌｌ
引き腸－ｌＩ

呉s x 2 7 2 c

－』一一～－テ S B 2 5 4 5 ＳＢ２６２

←←ー－←← 二戸弓Ｆ２７６（

二三竺登二！ ー－

『。

2８

０ 鵬

りは，京内の他の宅地ＳＢ２３６２

にその例をふな1 , ､ もの

であり，やはり阿弥陀

i f 造 柵配 i f i 図浄土院との関連で理解左京二条二坊 - 1 ．三坪洲炎遺椛配淡図浄土院との関連で理解

する必要があろう。出土遺物中，坪境小路の路面を覆う包含層で検出した，烏・唐草文の針描

文をもつ漆器断片は，時期の限定が困難であるが，特に注目すべき遺品である（口絵写真) ◎

左京三条二坊三坪( 第1 5 1 - 3 2 次) の調査レストラン建設にともなう事前調査。三坪は，西が東

一坊大路に面し，東は坪境小路をはさんで特別史跡宮跡庭園のある六坪に接する。調査区は，

三坪中央南半部に位置している。検出した主な造機は，奈良時代に属する掘立柱建物８棟，塀

４条，井戸２基，土城４，地鎮の施設１ケ所，中世～近世の土城５などである。

奈良時代の建物は柱穴の電複関係や出土遺物からＡ～Ｅの５期に区分できる。天平末年頃を

下限とするＣ期は，整然とした建物配憧の確認される時期である。坪内は塀によって区画され

るが，まず東西に二分する位置には南北塀ＳＡ2 9 7 0 . 2 9 8 5 があり，南北二分線の南8 8 尺の位憧

には東西塀S A 2 9 6 0 を侭いて坪南半分を４区に区分している。西北区には東西棟のS B 2 9 9 0 ，

東北区には南北棟のS B 2 9 5 0 を東西に柱筋をそろえて整然と配侭する。S B 2 9 9 0 は梁間２間以
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平城宮跡・京跡の調布

上，桁行２間以上で南廟を

もっている。S B 2 9 5 0 は，

桁行４間以上，梁間３間で

順のない建物である。いず

れも調査区外へ延びているc

S A 2 9 7 0 とS B2 9 9 0 の東妻

柱列の間は2 0 尺，ＳＡ２９７０

とS B 2 9 5 0 の西側柱列の距

離はS B 2 9 5 0 の梁間総長に

一致する。このように塀で

区画された各区の建物が，

区画を越えて互に柱筋をそ

ろえて造営されていること，ろえて造営されていること，左京三条二坊三坪 I 淵在遺椛図

塀からの距離や隣棟間隔を各区とも完数になるように配置していることなどから，塀ＳＡ2 9 6 0 ,
2 9 7 0 などは坪内を複数の宅地に分割する施設ではなく，同一宅地内部の区両施設と考えられる。

また，先行するＢ期の主要建物S B 2 9 8 0 も坪の東西二分線をまたいで建てられており，Ｄ～Ｅ

期にも建物規模の縮小は顕著になるが，やはり坪内を分割する施設はみられないので，三坪は
奈良時代を通して一町の宅地として利用されたとみることができる。調査面積が狭いため全体
が解明されたとはいえないが，これによって一町を占める宅地の一つの利用形態が明らかにな
ったことになろう。

調査区の東北隅，三坪のほぼ中央部で検出した地鎮の施設S X 2 9 8 2はＤ期の造営にともなう
もので，小型の須恵器広口壷に和銅銭２枚を納めて小土城に埋納している。平城京内で確認さ
れた唯一確実な地鎮祭の資料として高い価値をもつものであろう。

左京四条二坊一坪（第151 - 1次）の調査社屋の建設にともなう事前調査。一坪は，北を三条大
路，西を東一坊大路，南と束をそれぞれ坪境小路に囲まれる範囲である。調在区は，坪の西南
部，南北中軸線寄りに位置した場所である。検出した主な遺構は奈良時代に属する掘立柱建物
５棟，塀６条，井戸１基，土城６などである。その後1984年度にはホテル建設にともなって，
一坪の東北部，南北中軸線に沿う部分を調在し一坪内の主殿にあたる建物をはじめとする関連
遺構を検出しているので，その成果を合わせて報告する。
建物遺構は柱穴の簸複関係や出土遺物からＡ～Ｃの３期に区分できる。奈良時代前半のＡ期
には，東西塀SA2590によって南北に敷地が区分され，南厩には東西棟SB2582，北区には南
北棟SB2605などが建てられている。坪内部が複数の宅地に分割使用された状況がうかがえる。
奈良時代中頃のＢ期にはSA2590は取り払われ，坪の中央北半部に柱間11尺，四而廟の大規模
な主殿が建てられる。南半部にも，２棟の大型建物ＳＢ2 5 8 0 . 2 5 8 5が柱筋をそろえて造営され

剛９
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る。S B 2 5 8 0 は南に府をもつ東西

棟，S B 2 5 8 5 は南北棟である。調

査区東北隅で検出した建物S B

2 6 1 0 は，東西塀S A 2 6 0 8 がとりつ

く建物であるが，全体の規模が不

明である。東北区で検出した主殿

と同規模の1 1 尺の柱間をもつので

西脇殿に相当する建物であろうか

建物配侭から，Ｂ期には一坪の全

体が一つの宅地として使用された

ことが明らかである。奈良時代後

半のＣ期には建物群は廃絶し，数

条の南北塀がみられるのみとなる

が，東北区では主殿の改作がおこ

なわれており，引き続き一坪を占

める宅地として使用されたようで

ある。また，平面八角形の木枠を

もつめずらしい井戸S E 2 6 0 0 が造

られた。頂径１．５ｍ，一辺5 9 . 5 ｃｍ

～6 4 . 5 c m，深さ１ｍの井戸で，下

から三段目まで完存し，四段目の

一部が残っていた。木枠の基礎と

して八角にならべた坪のほかに，しＬハ; 陸j に7 よ' つへた郷のはか# こ， 左京四条二坊一坪調査遺構配置図（Ａ期．Ｂ期）

井戸の埋土中にも多吐の噂が投棄されており，SE2600は当初その周囲方4. 5ｍが坤敷であっ
たと考えられる。一坪を占める宅地利用の形態にまた新たな一例を加えたことになる。
右京一条北辺四坊六坪( 第151 - 26次) の調査防衛庁の宿舎改築にともなう事前調査。調査地は
六坪の中央西寄りに位慨し，この東南には称徳天皇御111荘伝承地があり，奈良時代に造られた
池と中島が現存している。調査区は東・中央・西の３区に分かれる。調査地は西から東へ延び
る低い丘陵の南斜面にあたるため，奈良時代前半に大規模な整地をおこなっており，遺構は主
にこの整地層上面から掘り込まれている。

検出した主な遺撒は掘立住建物14棟，塀１条，溝４条，井戸１基，火葬墓２基などである。
これらの遺構は，層位，柱穴の重複関係，出土遺物からＩ～Ｖの５期に区分できる。１期の遺
構としては，整地層の断ち割り調査で溝SD1015と土城SX1065を検出したのみである。奈良
時代中頃のn期には，東区に大型の東西陳建物SB1000が，中央区にＳＢ1080. 0190の２棟の

3０
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この地区にみられる

奈良時代中頃から後半

のⅡ～Ⅳ期にみられる

建物群は京内の一般的

な宅地の建物描成とは

配置が大きく異なって

おり，建物群の存続時

期，園池との位腫関係

からも，称徳天皇御山

荘に関連する辿職の一

部である可能性が高い

と思われる。( 1 ) Ｗ弘海）

0

3１

Ｙフｎ５Ｉｒ

右求一条北辺| 川坊六坪洲在辿構図

HH1 I I HM
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南北棟建物が建てられる。Ⅲ期にはS B1 0 0 0は存続するが，ＳＢ10 8 0 . 1 0 9 0の２棟が廃絶し，
S B1 0 9 5が営まれる。Ⅲ期後半には，このSB109 5はS B11 0 5に建て替えられる。Ⅳ期はこの
地区が最も整備される時期である。東区の主殿S B1 0 0 0には南卿が設けられるとともに，中央
区では，四面廟の付く建物SB1070を中心に，その東に南北塀SA1060，西には東順をもつ南
北棟建物S B1 1 0 0，南にS B1 0 8 5が建てられる。Ｖ期には大型の建物はなくなり，ＳＢ102 0 .
1 0 5 5 . 1 1 5 5の小規模な建物が散在する。いずれの建物もⅣ期以前のような規格性を失い，この

地区の性格が大きく変化する。Ｖ期後半には中央区は墓地になり，２基の火葬墓ＳＸ1 0 7 4 .
1075が営まれる。SX1075は，一辺約１ｍの方形墓城を掘り，底に木炭を敷き，灰紬陶器を木
箱に入れて据え瞳いたもので，平安時代初頭の菜と考えられる。


